
１．重要な会計方針

（１）有価証券の評価基準及び評価方法

         その他の有価証券 ･･･ 移動平均法による原価法によっている。

         満期保有目的の債権 ･･･ 償却原価法（定額法）によっている。

（２）固定資産の減価償却の方法

         定率法によっている。　主な資産並びに主な耐用年数（ 構築物･･･１０年 ）

（３）消費税等の会計処理

        消費税の会計処理基準は税込み方式によっている。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

    基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。
（ 単位：円 ）

科   目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

土地 255,177,126 0 356,469 254,820,657

投資有価証券 1,102,360,700 20,000,000 0 1,122,360,700

電話加入権 72,000 0 0 72,000

現金預金 220,731,764 19,649,180 201,082,584

小   計 1,578,341,590 20,000,000 20,005,649 1,578,335,941

特定資産

芸術文化活動積立預金 8,019,240 118 0 8,019,358

スポーツ振興積立預金 60,747,307 1,217 0 60,748,524

小   計 68,766,547 1,335 0 68,767,882

合   計 1,647,108,137 20,001,335 20,005,649 1,647,103,823

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

    基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。
（ 単位：円 ）

科   目 当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に
対応する額）

基本財産

土地 254,820,657 4,552,118 250,625,008 0

投資有価証券 1,122,360,700 9,472,500 1,112,888,200 0

電話加入権 72,000 0 72,000 0

現金預金 201,082,584 179,621,416 21,104,699 356,469

小   計 1,578,335,941 193,646,034 1,384,689,907 356,469

特定資産

芸術文化活動積立預金 8,019,358 8,019,358 0

スポーツ振興積立預金 60,748,524 60,748,524 0

小   計 68,767,882 0 68,767,882 0

合   計 1,647,103,823 193,646,034 1,453,457,789 356,469

財務諸表に対する注記



４．担保に供している資産

　　借入金がないため、担保に供している資産はない。

５．固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高

    固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科   目 取得価格 減価償却累計額 当期末残高

構築物 1,407,000 1,407,000 0

合   計 1,407,000 1,407,000 0

６．保証債務（債務保証を主たる目的事業としている場合を除く。）等の偶発債務

　　該当事項はない。

７．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は次のとおりである。

科   目 帳簿価額 時価 評価損益

三井住友ＦＧ劣後債 20,000,000 19,650,000 △ 350,000

三井住友トラストHD劣後債 50,000,000 49,965,000 △ 35,000

三菱HCキャピタル社債 30,000,000 29,361,000 △ 639,000

三菱UFJFG劣後債 10,000,000 9,890,440 △ 109,560

ソフトバンクG社債 20,000,000 19,616,400 △ 383,600

福岡県令和5年度第1回公募公債 20,000,000 19,865,600 △ 134,400

合   計 150,000,000 148,348,440 △ 1,651,560

　　　　大和証券株式会社、野村證券株式会社、三菱UFJモルガン・スタンレー証券株式会社が発表する

　 　　売買参考統計値を 時価の欄に記入している。

８．関連当事者との取引の内容

　　該当事項はない。


